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◎ 次代を担う衛生・環境工学者インタビュー100回記念企
画 浅見氏による真柄泰基先生インタビュー(その４) ◎
JICAプロジェクト ネパール水道公社 アルジュン バブー ダ
カール総裁に聞く　◎ 業界イベント 労務費基準など学
ぶ／全管連事務局研修会で交流／タブチが継手をPR／
盛大に初の新春の集い／小泉久則氏お別れの会　◎｢令
和11年度に向けた｢第三次・全国統一指標(令和７年度
～)｣の目標値等を決定　◎令和７年度｢土砂災害防止に関
する絵画・作文｣作品　◎｢グリーンインフラの活用が当たり
前の社会｣の実現に取り組みます　◎都市計画基本問題小
委員会 中間とりまとめを公表!　◎公共交通機関におけ
るバリアフリー化の状況について　◎｢適正な工期設定等
による働き方改革の推進に関する調査(令和６年度)｣の結
果を公表　◎九都県市｢エコなライフスタイルの実践・行
動｣キャンペーンを実施◎高齢者の消費者被害防止に向
けて◎建築物リフォーム・リニューアル調査報告(令和7年
度第二四半期受注分)　◎ Photoエッセイ 雪のお話(１)…余
湖典昭　◎ トピックス データ利活用で報告 水道スマートメー
タ導入へ／下水道全体の脱炭素化推進 国土交通省／水道分
散型システムで指標 国土交通省／双方向の広報活動を学ぶ
勉強会／２月９日付で事務所を移転 管機連 東管機商
◎ POLITEC設立30周年連続企画① 排水管ポリエチレ
ンパイプシステム協会が設立30周年　◎ 明日への道標 井
戸を掘った人を忘れない―周恩来と日中共同声明―…高
倉克也　◎ 東京見て歩き(146) 荻窪の今川家の菩提寺、
公園、遊歩道等…坂本弘道 ◎ 特別連載 平成を偲ぶパ
ロディ狂歌集(83)…野平大魚　◎続 馬耳東風(420)…西
村修一　◎建築着工統計[2025年12月]

◎ 次代を担う衛生・環境工学者インタビュー100回記念企
画 浅見氏による真柄泰基先生インタビュー(その３) ◎
芳賀秀壽さんとその時代　◎ トピックス 過疎地域など導
入へ手引き 国交省検討委／鉛製給水管解消で議論 国
交省検討委／小泉久則氏逝去 コーザイ取締役会長　◎｢上下
水道政策の基本的なあり方検討会｣の第２次とりまとめ
を公表します　◎建設工事における猛暑対策サポートパッ
ケージ｣を策定しました　◎不動産情報ライブラリ｣コンテン
ツ・機能追加！　◎｢新・全国統一指標(令和２年度～６年
度)｣令和６年度取組状況のまとめ　◎建設業の人材確
保・育成に向けた取組を進めていきます　◎東京都水
道局環境報告書2025を発行！　◎温室効果ガス濃度が見
えるGOSAT 3Dビジュアライザーを展示します◎｢じゅん
かん育ち｣の商標の登録について　◎オンライン&対面ハイ
ブリッド開催のご案内 ◎ Photoエッセイ 史上最大の作
戦…余湖典昭 ◎ 業界イベント 業界の魅力発信 全管連新
年賀詞交歓会／組合のメリット高める年に 東管機商 
賀詞交歓会／若い世代に選ばれる業界へ ／設備展成功へ
一致団結 東管協組／資源循環加速の年に／創立80周年迎
え一層の飛躍へ／共に栄えるをキーワードに 橋本総業 
新年賀詞交歓会　◎ 明日への道標 人は人であること
で―石井筆子―…高倉克也　◎ 東京見て歩き(145) 芭蕉
会館等の五つの句会に次々出席…坂本弘道　◎ 特別連載 
平成を偲ぶパロディ狂歌集(82)…野平大魚　◎続 馬耳
東風(419)…西村修一　◎建築着工統計[2025年11月]

　世界はいまどんな時代なのだろう。経済の分野
ではVUCA＝ブーカの時代と言われることが多い｡
ブーカはもともとアメリカの軍事用語で変動性・
不確実性・複雑性・曖昧性の頭文字を取った造語
だ。変化の激しい予測困難な時代におけるリスク
マネジメントの重要性を説く。その意味でブーカ
は危機管理の時代と見做すこともできる。
　作家の五木寛之は連載エッセイで放埓の時代
と書いていた。埓とは牛や馬などを飼っておく柵
のことだ。柵を越えて自由奔放に振る舞うことを
放埓と称した。既存の枠に縛られない放埓を五木
は必ずしも否定していない。道理を外れて周囲に
迷惑をかけることを不埒という。私利私欲が君臨
する時代はむしろ不埒の時代といっていいだろう｡
　アメリカとイスラエルによるイランへの攻撃が
世界を揺るがし、国際経済にも打撃を与えている｡
子供たちも犠牲になっている他国への先制的武力
行使に大義があるとはわたしには思えない。暴力
を振るってはならない、人を殺してはならない、
戦争を起こしてはならないという普遍的な良識が
まるで通用しない非良識の時代を迎えている。
　中島みゆき作詞・作曲による出世作『時代』を
わたしは想い出す。｢いまはこんなに悲しくて 涙
も枯れ果てて」で始まり「まわる まわるよ 時代
はまわる 別れと出会いを繰り返し 今日は倒れた
旅人たちも 生まれ変わって歩き出すよ｣で終わる｡
生まれ変わって歩き出す旅人とは明日への希望を
抱いて生きる人々の象徴だ。たとえいま倒れても
諦めなければ時代は必ず変わっていく。    (高倉)
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